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　私は商社で長年プラント輸出を手がけてきました。以
前は「日本製｣＝｢品質の良いもの」と認識され、それ
以上の証明は必要ありませんでした。これは高度経済成
長期のころから現場が自主的に続けてきたＱＣ活動の成
果であり､その高い品質は今も変わっていません。しかし、
ここ20年ほどどんな国の取引先も ｢ＩＳＯの認証取得｣
を確認するようになり、もし取っていなければ、“その程
度の品質のもの”と見られてしまうようになりました。Ｉ
ＳＯの規格とは、英国が震源地の国際的な標準規格で
す。しかし、自国のものづくり企業のほとんどを外資に
売却し、製造業を所有しない国が世界のものづくりの基
準を作っているとは･･･。
　最近もＥＵが電気自動車の規格を作るとの報道があり
ました。日本でも研究開発がかなり進んでいる分野です
が、｢日本のプラグや電池を世界標準にしよう｣ という
発想や世界への発信は十分でしょうか。何もしない間に
世界標準が決まってしまい、それに合わせて開発をし直
すという、これまでと同じ轍を踏むのではと心配です。
もう一つ私が懸念しているのが排出権。キャップ･アンド･
トレード方式に一番熱心なのは英国で、当時のブレア首
相にはロンドンを世界の排出権取引のセンターにしよう
との思惑が露骨なまでに見え見えでした。
　なぜ英国はこれほど巧みな規格管理ができるのか。３
年間、英国・ロンドンに赴任した経験をもとに考察して
みました。
　この問いを解くカギはロンドンという街の魅力にあり
ます。伝統を感じさせる街の雰囲気、昔から変わらない
テムズ川沿いの風景、戦前から走り続けているかのよう
なタクシー（黒キャブ）に赤い２階建てバス。そしてバッ
キンガム宮殿前のナポレオン戦争時代と同じ衛兵交代
式。人々を引きつけてやまない、これら“ロンドンなら
では”はすべて徹底したブランド管理のたまものです。
ひどい渋滞でヒースロー空港まで２時間かかろうともテ
ムズ川の上に高速道路を通すことなどゆめゆめ考えず、

建物は基礎から新築してもビルの外壁は往時の姿を利
用して街並みを守り、相変わらず乗り心地の悪い黒キャ
ブにも我慢。こうしてロンドンの街のイメージやブラン
ドを保っているのです。そこに金融の自由化など思い
切った規制緩和策が加勢し、“ロンドンにオフィスがある
だけで信用力が高まる”とばかり世界中から企業も集
まってきます。｢守るべきは徹底的に守り、変えるべきと
ころは柔軟に変える｣、ロンドンの魅力を作り出すこの手
法が、ＩＳＯの規格などにも応用されているのです。
　大陸から少し離れた島国。背広はダークで事務所は
大部屋、夕方になるとパブで一杯ひっかけて帰る──。
似ている部分が多い英国と日本なのに、ブランド管理の
巧拙がこうもはっきりしているのはなぜでしょう。世界
に点在する植民地を統治するため、いかに英国に憧れ
を抱かせるかとブランド化を考え続けた国と、鎖国を続
けた国のＤＮＡの違いが一因でしょうか。
　｢なら、仕方ない」と収まっている場合ではありません。
日本の経済力が中国にかなわなくなる日はそう遠くなく、
少子高齢化も確実に進んでいます。輸出立国で生きて
いける間はいいですが、それも難しくなった時､ どうす
るのか。日本が持つ世界に冠たる技術や製品、素晴ら
しい自然や文化を利用しない手はありません。英国が脱
工業化し規格やブランドで生きているように、日本も持
てるものをブランド化して世界に発信し、憧れの国とし
て人や企業を集められれば道がみつかるのではないで
しょうか。手始めに、京都御所の皇宮警察は薩長官軍
と新撰組の日替わり衣装で警備をしてみてはどうでしょ
うか。
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